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自 令和２年４月１日   至 令和３年３月 31日 

  



令和２年度社会福祉法人奥州市社会福祉協議会事業報告 

（令和２年４月１日～令和３年３月 31日） 

 

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるまちづくりのため、奥州市地域福祉活動計画に基づ

き、地域共生社会の実現に向けた「自分のこととして思いやる地域づくり」を進めてまいりました。令和２年度

は、新型コロナウイルス感染症の蔓延により、感染予防対策を講じながらの事業実施を余儀なくされ、併せ

て事業規模の縮小や中止により、当初計画した目標値に到達できなかった事業が少なくありませんでした。

しかしながら、様々な制限がある状況下において、安全を最優先しながら、可能な範囲で事業推進を効果

的・効率的に実施することで、一定の成果を上げることができました。 

法人全体においては、令和２年度の重点事業である「中期経営計画」策定の取組みとして、事業の将来性、

継続性を見通し、効果的・効率的経営のための５か年計画「奥州市社会福祉協議会発展・強化経営計画」を

策定し、今後の奥州市社会福祉協議会のあり方を具体化しました。 

地域福祉事業の推進においては、令和元年度より本格的に取組みを開始した「地域セーフティネット会議」

へ本会福祉活動推進員（CSW）が積極的に出向くことにより、見守り体制づくりや福祉コミュニティの形成、

サロンや世代間交流などの活動拠点づくりを推進するとともに、地域で解決することが困難な課題について

住民及び関係者と連携しながら解決を図りました。 

地域共生社会の実現に向けた第３次地域福祉活動計画については、①誰もが安全・安心に暮らせる地域

づくり、②地域福祉を支える仕組みづくり、③市民の暮らしや活動を支える体制づくり を推進目標とし、奥

州市地域福祉計画と一体的に策定しました。 

また、介護保険事業の推進においては、「介護保険事業経営方針」を事業所間で共有しながら地域福祉事

業との連携強化を図り、社協らしい介護保険事業に取り組みました。 

さらに、子育て支援事業については、子ども福祉推進室において放課後児童健全育成事業、保育事業、フ

ァミリーサポートセンター等の事業充実に取り組みました。 

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」、「受け手」という関係を超えて、地域の様々な生活課題を地域住民

や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながるこ

とで、住民一人ひとりの暮らしと生きがいや地域をともに創っていく社会づくりをめざす「地域共生社会の実

現にむけて」という理念に向かって、市民の皆様からの高い信頼と評価を得られるよう、役職員ともに地域生

活課題の解決と地域福祉の向上に取り組みました。 

 



○ 重点事業の実施状況 

(1) 住民主体の地域課題解決や地域に出向いて生活課題と向き合うための実践 

    身近な地域の福祉関係者が話合いを行い、地域福祉情報を共有するとともに、住民の居場所づくりに

資する「地域セーフティネット会議」は、今年度新たに 66 行政区が取組みを開始し、市内行政区全体の

71％に当たる 237行政区で展開されました。 

本会の福祉活動推進員（CSW）がネット会議に出向き、見守り体制づくりや福祉コミュニティの形成、

サロンや世代間交流などの活動拠点づくりを推進するとともに、制度の狭間にある地域課題について、

住民及び関係者と連携して個別支援と地域支援に取り組み、課題解決を図りました。 

(2) 社協の将来を見通した「中期経営計画」の策定の取組み 

本会の組織、事業、財政等における現状と課題を明らかにし、さらに、地域福祉を推進するための組

織・基盤の強化と法人経営の適正化を目的に、①信頼ある組織・機構づくりと事業推進体制の見直し、

②法人運営と職員管理・育成の強化、③効果的な事業運営と財政基盤の確立、④ニーズに基づいた事

業展開と評価及び支援体制の確立 の４項目から成る「奥州市社会福祉協議会発展・強化経営計画」を

策定しました。計画期間は、令和３年度から令和７年度までの５年間で、策定に当たっては、同時に策定

を進めた第３次奥州市地域福祉活動計画との相乗効果を狙いました。 

(3) 地域生活課題の解決に向けた「第２次地域福祉活動計画」の実践と地域共生社会の実現を重点とす

る「第３次地域福祉活動計画」策定の取組み 

第２次地域福祉活動計画においては、地域住民等の参画を得て、多機関や専門機関との連携により、

地域生活課題を解決する仕組みづくりを重点的に取り組み、概ね計画通り執行することができました。 

また、第 2次地域福祉活動計画を継承し、地域共生社会の実現に向けた第３次地域福祉活動計画を

奥州市地域福祉計画と一体的に策定しました。第３次地域福祉活動計画は、①誰もが安全・安心に暮せ

る地域づくり、②地域福祉を支える仕組みづくり、③市民の暮らしや活動を支える体制づくり を推進目

標とし、専門職の訪問型支援や相談支援体制の強化、地域づくりのための活動基盤整備など生活支援

の強化を図るための実践計画となりました。 

(4) 住み慣れた自宅・地域で安心して暮らすための「介護保険事業経営方針」の実践 

社協らしい介護保険事業をめざし、「住み慣れた自宅、地域でいつまでも自分らしく安心した暮らし

ができる支援体制の構築」を目標に掲げた「介護保険事業経営方針」を介護保険事業所で共有し、生活

を支えるサービスの充実を図りました。 

また、地域福祉事業との連携強化を図り、地域生活課題を共有しながら、住民の地域見守りやたすけ

あい活動と一体的に生活支援を進めました。 

 



(5) 社協の機能を生かした子育て支援事業の取組み  

放課後児童健全育成事業における放課後児童クラブの適正な運営を行い、ファミリーサポートセンタ

ー事業等、子育て支援の充実に努めました。 

米里保育所は、園児減少により適正な保育サービス提供が困難となることから、令和２年度末で事業

運営を終了いたしました。 

(6) 重要度の高い事業を優先する「事務事業見直し」の実施 

限られた財源や人的資源を有効かつ最大限に活用するため、重要度の高い事業を優先的に取り組

み、事務事業の効率化や公益事業、収益事業の見直しに取り組みました。 

また、「発展・強化経営計画」に事業評価委員会の設置を盛り込み、今後も継続して事業評価を行う

ための基盤を整備しました。 

(7) 福祉サービス向上に向けた雇用改善等働き方改革への取組み 

働き方改革に基づいた雇用改善に取り組み、職員の業務に対する意欲向上に努めました。 

また、ハラスメント対策やメンタルヘルスケアなどの働きやすい環境づくりについて、「発 展・強化経

営計画」に具体的な取組みを策定しました。 

 

○ 新規・事業改編等の取組み 

(1) 市内社会福祉法人のネットワーク構築への取組み 

    地域の福祉ニーズ等に対して、市内の社会福祉法人の自主性、創意工夫による多様な地域貢献活動

が行われるように、法人連携の仕組みとネットワーク化の検討を行いました。令和３年度以降も引き続き、

具体的な仕組みやネットワークの構築に向けて取り組んでまいります。 

(2) みずさわ中央（水沢地区・佐倉河地区）地域包括支援センター運営事業 

奥州市より受託した地域包括支援センター運営事業を開始し、住民の各種相談を受けて必要な制度

や機関につなげるほか、高齢者の権利擁護や要支援者へのケアプラン作成、ケアマネジャーへの個別指

導や相談支援を行いました。 

(3) 福祉車両貸出事業 

本会独自事業である福祉車両貸出事業「あばいん」を開始し、公共交通機関を利用して外出すること

が困難な車いす等利用者の社会参加を支援しました。 

 



４ 

 

令和２年度社会福祉法人奥州市社会福祉協議会事業報告書 

 

１ 法人運営 

 

№ 事  項 区分 内    容 

１ 三役会議、理事

会、監査会、評

議員会 

 

本所 定款に基づく次の会議を開催し、社会福祉協議会の健全な運営と地域福祉活動の推

進に向けた取組みを協議決定した。 

＊三役会議  会長、副会長及び常務理事による法人業務を執行した。   14回 

＊理事会   理事 15名で構成し、法人業務の決定した。         10回 

＊監査会   ３名の監事により業務執行状況、法人の財産状況を監査した。４回 

＊評議員会  評議員 40名で構成。法人の議決機関であり、役員の選任、 

予算・決算、定款変更、事業計画及び事業報告を議決した。 ４回          

＊役員協議会 発展・強化経営計画、第３次地域福祉活動計画を協議した。 ５回 

２ 部会・委員会等

の開催 

 

本所  事業推進に必要な委員会を設置し、専門的な事項について協議した。 

＊ボランティア市民活動センター運営委員会（6/25、3/18）       ２回 

＊法人後見運営委員会（7/15、11/18、3/9）               ３回 

＊三役・地域福祉推進協議会委員長合同会議（８/４、２/18）     ２回 

＊職員人事委員会（6/18、12/2、3/15）               ３回 

３ 地域福祉推進

協議会や地区

振興会及び自

治会との協働

による事業推

進 

支所 市内地域ごとに総合的な地域福祉の充実と発展のために関すること、事業推進の評

価に関すること、福祉の諸課題等の発見及び解決に向けた方策に関することを協議

し、地域の福祉活動を市民の参画を得ながら推進した。 

＊各地域福祉推進協議会の開催 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 

４回 ４回 ４回 ４回 ４回 

＊社会福祉協議会と推進協議会支部、振興会等の自治組織との協議等 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 

２回 １回 ２回 １回 １回 
 

４ 人事・労務管理 

 

本所 

 

 働きやすい職場環境づくりに向けて、労働関係法令の遵守と労務改善のため、昨年

度改正した無期労働転換、同一労働同一賃金に向けた処遇体系改定と関連規程の運用

に取り組んだ。 

＊社会保険労務士の指導（毎月１回） 

＊給与規程改正に伴う扶養手当の支給基準・支給額の変更 

＊非常勤職員への通勤手当の支給適用 

５ 職員研修の実

施 

 

本所 

・ 

支所 

 

職員の教育訓練として、職員研修実施計画に基づく内部研修や派遣研修を行った。 

＊内部研修の実施 

・奥州市社会福祉協議会新任職員等研修会（4/17、参加 11名） 

・ＣＳＷ連絡会（毎月開催） 

福祉活動専門員の情報共有、情報交換 

・介護保険事業所・施設ごとの定例内部研修 

・放課後児童クラブ職員等研修「補助員研修会」（6/19、45名） 

・放課後児童クラブ職員研修「リーダー研修」（5/26～5/29、10名） 

・放課後児童クラブ職員研修「放課後児童クラブの基本的役と地域における役割 

～放課後児童クラブの過去・現在・未来～」（10/30、64名） 

・放課後児童クラブ職員研修 ５月～２月 41名 

 「利用者との円滑なコミュニケーションの構築」「児童の支援方法の見直し」 

 「児童の安全管理」 

・災害ボランティアセンター設置・運営に係る研修訓練（11/12 30名） 



５ 

 

№ 事  項 区分 内    容 

＊外部研修への派遣 

○全国社会福祉協議会主催 

○岩手県主催 

・岩手県地域福祉推進フォーラム（10/27 １名） 

○岩手県社会福祉協議会主催 

・市町村社会福祉協議会職員基礎研修（8/31・9/1 ２名） 

・災害時に活きる三者連携を目指す研修会（2/3 １名） 

○岩手県立大学主催 

○岩手県社会福祉事業団主催 

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程【チームリーダー編】（9/29 １名） 

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程【初任者編】（11/25・11/26 １名）   

○福祉経営研究機構 

○いきいき岩手支援財団 

○奥州商工会議所・（公社）胆江法人会 

・ビジネス基礎セミナー（9/29 ２名）  

６ 発展・強化経営

計画の策定 

本所 

 

本会の組織、事業、財政等における現状と課題を明らかにし、さらに地域福祉を推

進するための組織・基盤の強化と法人経営の適正化を目的に、「奥州市社会福祉協議

会発展・強化経営計画」を策定した。計画期間は令和３年度から令和７年度までの５

年間で、策定に当たっては、同時に策定を進めた第３次奥州市地域福祉活動計画との

相乗効果をねらった。 

＊策定項目 

 （1）信頼ある組織・機構づくりと事業推進体制の見直し 

 （2）法人運営と職員管理・育成の強化 

 （3）効果的な事業運営と財政基盤の確立 

（4）ニーズに基づいた事業展開と評価及び支援体制の確立 

＊策定に係る会議など 

・発展・強化経営計画策定合同会議 （6/29 25名参加） 

・発展・強化経営計画策定部会 （7/21～1/8 11回開催、延べ 88名参加） 

・発展・強化経営計画作業チームＡ （7/10～9/16 ８回開催、延べ 53名参加） 

・発展・強化経営計画作業チームＢ （7/2～8/25 ４回開催、延べ 24名参加） 

・発展・強化経営計画アドバイザー委員会 （9/28 17名参加、11/13 17名参加）  

７ 福祉サービス

苦情解決事業 

 

本所 

・ 

支所 

・ 

施設 

 

本会が提供する地域福祉事業等において、苦情への適切な対応を図ることにより、

利用者が福祉サービスを適切に利用できるように支援するとともに、苦情の円滑・円

満な解決の促進及び本会の信頼並びに確実性の確保を図った。 

＊第三者委員を６人委嘱 

＊事務局長を苦情解決責任者に任命、事業所ごとに所属長を苦情受付担当者に任命 

＊福祉サービス運営適正化推進会議の開催（第三者委員、福祉サービス苦情解決責任

者及び担当者等） 

 ・第１回会議 

期日 令和２年７月 28日 

   内容 令和元年 12月から令和２年５月までの苦情・事故の概要報告 

   出席 第三者委員５名、役職員 18名 

・第２回会議 

期日 令和３年１月 25日 

内容 令和２年６月から令和２年 11月までの苦情・事故の概要報告 

出席 第三者委員４名、役職員 17名 

 



６ 

 

№ 事  項 区分 内    容 

＊苦情・要望の受付、事故状況と処理結果 

会 議 苦情・要望 事  故 処理結果 

第１回会議 苦情２件 / 要望０件 対人 10件 / 対物３件 解 決 

第２回会議 苦情３件 / 要望１件 対人 10件 / 対物４件 解 決 

    
 

８ 財務経営管理 

 

本所 市民の協力をいただき、事業の優先度を定めながら、適正かつ効率的な運営を図る

とともに、財政基盤強化に向けた取組みを推進した。 

＊会費実績     30,475,200円 

・住民会費    29,114,200円  ・施設団体会費   96,000円 

・法人賛助会費   1,265,000円               （単位：円） 

区  分 住 民 会 費 施設団体会費 法人賛助会費 

水 沢 地 域 13,777,900 52,000 775,000 

江 刺 地 域 7,163,100 10,000 55,000 

前 沢 地 域 3,552,400 12,000 255,000 

胆 沢 地 域 3,643,200 10,000 115,000 

衣 川 地 域 977,600 12,000 65,000 

合 計 29,114,200 96,000 1,265,000 

    
 

   ＊寄付金実績        13,104,927円 

 ・一般寄付金      6,046,177円  ・指定寄付金 238,950円 

 ・ささえあい協賛金   6,819,800円            （単位：円） 

区分  一般寄付金  指定寄付金 
 ささえあい 

協賛金 

本所 1,308,893   

水沢支所 2,750,415 100,000 2,532,300 

江刺支所 497,801  1,668,000 

前沢支所 527,600  1,591,400 

胆沢支所 262,000  267,000 

衣川支所 154,029  761,100 

くらし・安心応援室 30,000 100,000  

放課後児童クラブ  38,950  

米里保育所 132,439   

胆沢デイサービスセンター 150,000   

在宅福祉課 230,000   

小規模多機能型居宅あすも 3,000   

合 計 6,046,177 238,950 6,819,800 
 

９ 共同募金運動

への協力 

 

全域 地域福祉活動の重要な財源である共同募金事業への連携を行った。 

街頭募金、イベント募金（演芸会等）は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

中止した。 

 

＊赤い羽根募金 

 目標額  26,159,000円 

 実績額  22,916,769円 

 目標達成率   87.6％ 

募金件数   1,457件 

 

＊歳末たすけあい募金 

 目標額  15,590,000円 

 実績額  13,015,310円 

 目標達成率    83.5％ 

 募金件数   1,096件 
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№ 事  項 区分 内    容 

（単位：円） 

赤い羽根募金区分 金 額 

戸 別 募 金 18,540,708円 

街 頭 募 金 0円 

法 人 募 金 991,792円 

学 校 募 金 383,648円 

職 域 募 金 1,584,074円 

イベント募金 330円 

個 人 募 金 333,622円 

その他の募金 1,082,595円 

合 計 22,916,769円 

 

＊災害義援金 

 地震や台風、豪雨被害等  216,437円 

（単位：円） 

歳末たすけあい募金区分 金 額 

戸 別 募 金 9,385,341円 

街 頭 募 金 0円 

法 人 募 金 684,213円 

学 校 募 金 141,959円 

職 域 募 金 1,355,637円 

イベント募金 0円 

個 人 募 金 598,506円 

その他の募金 849,654円 

合 計 13,015,310円 

 

 

 

10 災害時の広域

ネットワーク

連携  

本所 

・ 

支所  

平常時及び災害時の連携・協働のあり方を確認・協議し、有事の際に関係機関 

及び団体と連携した取組みが円滑に実施できるようネットワーク構築を図るととも

に、災害ボランティアセンター設置・運営の訓練を行った。 

＊令和２年度災害ボランティアセンター設置運営研修等支援事業広域市町村ネット

ワーク連絡会議（9/16 23名参加） 

＊令和２年度災害ボランティアセンター設置運営研修等支援事業災害ボランティア

センター設置・運営に係る研修訓練（11/12 30名参加） 

 

 

２ 福祉センターの経営（経営２施設、指定管理１施設） 

 

№ 事  項 区分 内   容 

１ 総合福祉セン

ターの経営  

本所 

・ 

胆沢 

市民の福祉増進と福祉意識の啓発を図り、地域福祉活動を総合的に推進するための

活動拠点として運営を行った。 

＊奥州市総合福祉センター  利用状況    744件 

利用人員   9,360人 

＊胆沢総合福祉センター   利用状況    177件 

利用人員   1,336人  

２ 江刺総合コミ

ュニティセン

ターの経営 

江刺 奥州市の指定管理を受け、市民の福祉増進と福祉意識の啓発を図り、地域福祉活動

を総合的に推進するための活動拠点として活用し、適切な管理運営に取り組んだ。 

＊江刺総合コミュニティセンター  利用状況    1,295件 

利用人員    15,477人  

 

 

３ 地域福祉活動の推進  

№ 事  項 区分 内    容 

１ 福祉活動推進

員設置事業 

全域  市内の行政区単位に福祉活動推進員を設置し、地域福祉活動を推進した。 

＊奥州市 333人委嘱 

水沢 112人・江刺 92人・前沢 50人・胆沢 49人・衣川 30人 

２ 民生委員・児童

委員（協議会）

との協働活動

の推進 

全域 民生委員・児童委員（協議会）と連携し、地域の福祉推進のための会議開催、見守

り活動、居場所づくりの協働の取組みや地域のニーズ把握、歳末たすけあい対象者調

査などの地域状況把握を協力して進めた。  
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№ 事  項 区分 内   容 

３ 第 15 回奥州市

社会福祉大会

の開催 

 

全域 市民、ボランティア、福祉関係者が一堂に会して、市民主体による福祉活動の推進

に向けて共通認識を深めるとともに、これまで本市の社会福祉の向上に尽力され、多

大な功績を残された方々を顕彰し、感謝の意を表すことにより、本市の社会福祉の一

層の発展に資することを目的として開催した。 

＊スローガン 

だれもが心の豊かさと幸せを実感できる「福祉のまち奥州市」をめざして 

＊会 場  奥州市文化会館／大ホール 

＊開催日  令和２年 10月 16日（金） 

＊参加者数 約 500人 

＊表彰内訳 

・大会長表彰              44名・１団体 

・大会長褒賞               ４名 

・大会長感謝状             21名・14団体 

・岩手県共同募金会会長感謝状       68名・31団体 

・奥州市福祉作文社会福祉協議会会長表彰 29名 

・奥州市福祉川柳社会福祉協議会会長表彰 16名 

＊記念講演  

『二本の手』 

講師 天台宗妙見山黒石寺前住職  藤 波 洋 香 氏 

＊奥州市福祉川柳の公募 

「母」をテーマに奥州市ふくし川柳を募集し、特選、秀逸の入賞者については、

社会福祉大会で紹介した。 

〇応募総数 418件、1,164句 

入選 29句 （特選 1句、秀逸 3句、佳作 25句） 選外佳作 20席 

・特選    ＡＩも太刀打ちできぬ母の愛（群馬県前橋市 風まかせさん） 

・秀逸一席 子をおぶり働き今は小さな背（東京都練馬区 風信子さん） 

・秀逸二席 母さんはあふれる愛の水源地（岩手県奥州市 湖南さん） 

・秀逸三席 お母さん私も母になりました（愛知県豊川市 絵里さん） 

＊奥州市福祉作文の実施 

奥州市内の小学校 5・6年生、中学校 1・2年生を対象に、奥州市福祉作文を募集

し、最優秀賞、優秀賞の入選者については、社会福祉大会で紹介した。 

〇応募総数 46編 

・小学生の部 最優秀賞１編、優秀賞２編、優良賞５編 

 最優秀賞  「福祉の心」水沢小学校 菅原彩乃さん 

・中学生の部 最優秀賞１編、優秀賞２編、優良賞５編 

最優秀賞  「強く生きるための「個性」」江刺第一中学校 及川朋花さん 

４ 広報活動の推

進 

 

全域 社会福祉協議会広報紙の発行をする等、福祉活動の啓発を図り、市民の参加を促進

した。 

＊「おうしゅう福祉だより」市内全世帯 44,950部発行／年間６回奇数月発行 

Vol.83～Vol.88（本号４回・お知らせ版２回） 

＊支所福祉だよりの発行   

江刺支所６回、前沢支所６回、胆沢支所６回、衣川支所６回 

＊ホームページによる幅広い情報を提供／随時更新 

＊奥州市社会福祉協議会イメージキャラクター「奥州社協フレアイガー」による福祉

活動啓発の取組み／本会が発行する広報誌、計画書などにイラストを掲載する等 
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№ 事  項 区分 内   容 

５ 地域福祉活動

計画の策定 

 

全域 第２次奥州市地域福祉活動計画（平成 28年度から令和２年度）の最終評価を行い、

第２次計画を継承しながら、複雑・多様化する生活課題をみんなで考え、協働してい

くことで、住み慣れた地域でお互いが安心して暮らしていくための「地域共生社会の

実現」に向けて「奥州市らしい地域福祉づくり」をめざし、①誰もが安全・安心に暮

せる地域づくり、②地域福祉を支えるしくみづくり、③市民の暮らしや活動を支える

体制づくりを推進目標とする第３次奥州市地域福祉活動計画（令和３年度から令和７

年度）を策定した。 

＊策定に係る住民説明会開催状況 

回数 地域名 開催日 参加者数 関係者数 合 計 

１ 衣 川 令和３年２月 22日（月） 26人 ９人 35人 

２ 前 沢 令和３年２月 22日（月） 49人 ９人 58人 

３ 胆 沢 令和３年２月 24日（水） 40人 10人 50人 

４ 江 刺 令和３年２月 26日（金） 63人 10人 73人 

５ 水 沢 令和３年３月１日（月） 50人 11人 61人 

６ 水 沢 令和３年３月１日（月） 51人 11人 62人 

合 計 279人 60人 339人 
 

６ 奥州福祉推進

市民会議の推

進 

 

本所 第３期奥州市地域福祉計画（行政計画）と第３次奥州市地域福祉活動計画（市民プ

ラン）の策定に係る進捗状況の確認のため、奥州市と共同で奥州市地域福祉推進市民

会議並びに奥州福祉推進市民会議を開催した。 

＊第１回 

期日 令和２年８月 27日（木） 

参加 委員 23名 

内容 奥州市地域福祉計画、奥州市地域福祉活動計画の策定について 

＊第２回 

 期日 令和２年 12月 15日（火） 

 参加 委員 22名 

 内容 奥州市地域福祉計画、奥州市地域福祉活動計画（本文素案）について 

＊第３回 

 期日 令和３年２月 10日（水） 

 参加 委員 23名 

 内容 奥州市地域福祉活動計画（案）について 

＊第４回 

 期日 令和３年３月 22日（月） 

 参加 委員 19名 

 内容 奥州市地域福祉活動計画の議決について報告 

７ 住民支えあい

推進事業 

全域 コロナ禍の中での事業推進であったが、地域で支援を必要としている人に対して、

近隣住民やボランティアとともに、自分の住む地域で安心して暮らすことのできるよ

うな取組みを、個別支援活動とグループ支援活動として推進し、研修会等を開催した。 

＊小地域福祉ネットワーク推進事業 

（1）地域セーフティネット会議 

福祉活動推進員や民生児童委員、地域福祉関係者などが集まり、地域の要支

援者について情報を共有し、要支援者に対する見守り活動、地域の居場所づく

りが円滑に進められるよう福祉活動専門員（ＣＳＷ）も参加し推進した。新規

に取り組んだ行政区は 66行政区で、各地域の実施状況は次のとおり。 
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№ 事  項 区分 内   容 

実施行政区 237行政区 目標値 233行政区 ・達成率 101.7％ 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

83行政区 51行政区 46行政区 42行政区 15行政区 237行政区 

（2）地域食堂「ごちそうさま」 

    行政区内の集会所等を活用し、「集う・食べる・語る」をテーマに、会食や配

食、軽食喫茶等の形態で、住民相互が食でつながるコミュニティ活動を推進し

た。新型コロナウイルス感染拡大予防のため、175回の開催を中止せざるを得な

かった。各地域の実施状況は次のとおり。 

地域 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

実施行政区数 ７行政区 19行政区 13行政区 ３行政区 7行政区 49行政区 

実施回数 66回実施 169回実施 177回実施 14回実施 90回実施 516回実施 

参加人数 903人 1,775人 1,398人 211人 849人 5,136人 

中止回数 21回 59回 53回 22回 20回 175回 

（3）ふれあいいきいきサロン 

地域住民が分館や集会所を会場にお茶飲み会や交流などを行い、世代を超え

た交流の場の開設の支援をしたが、地域ではコロナ禍で新しい生活様式に取り

組みながらの開催に苦戦したこともあり、実施回数及び参加者の減少となった。 

   奥州市内開設数 223カ所 

 目標値普及率 70%・達成率 62.4％ 延 2,221回実施 

地域 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

実施カ所数 79カ所 43カ所 36カ所 57カ所 ８カ所 223カ所 

実施回数 822回 444回 516回 327回 112回 2,221回 

参加人数 11,227 人 4,705 人 5,042人 3,297人 1,317 人 25,588人 

中止回数 205回 77回 120回 180回 13回 595回 

（4）生活支援活動 

行政区内で除雪・家事支援や買い物・外出支援などの生活支援の仕組みにより、

地域住民間による取組みを推進した。各地域の取組状況は、次のとおり。 

地域 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

実施行政区数 40行政区 33行政区 32行政区 21行政区 9行政区 135行政区 

世帯数 327世帯 295世帯 348世帯 256世帯 81世帯 1,307世帯 

実施回数 553回 438回 524回 251回 483回 2,249回 

（5）見守り・安心台帳整備による安心づくりの見守り支援活動 

平常時の見守り・相談支援を目的に見守り・安心台帳整備を推進し、地域の

要援護者に対する見守りや安否確認、訪問活動等を展開し、市民の互助による

支援活動を実施した。 

    全市ネット数 1,694件(世帯)  目標値 2,500件・達成率 67.8％ 

対象者区分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

独居高齢者 768件 228件 36件 19件 41件 1,092件 

高齢者世帯 119件 159件 31件 ６件 45件 360件 

寝たきり高齢者 ０件 ０件 １件 ０件 ０件 １件 

認知症高齢者 １件 ３件 ０件 ０件 ０件 ４件 

障がい（身体） 32件 13件 ６件 １件 ２件 54件 

障がい（知的） ２件 １件 ０件 ０件 ０件 ３件 

障がい（精神） ４件 １件 ０件 ０件 ０件 ５件 

難病・特定疾病 ２件 １件 ０件 ０件 ２件 ５件 

その他世帯 103件 30件 ２件 ０件 35件 170件 

合 計 1,031件 436件 76件 26件 125件 1,694件 
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№ 事  項 区分 内   容 

（6）避難行動要支援者台帳等整備、緊急連絡カードの配備（個別支援活動） 

民生児童委員協議会や福祉活動推進員等が連携し、要援護世帯の安否確認と

生活支援に必要な情報の整備を行い、緊急時における支援体制の構築を図った。

併せて、見守り・安心台帳及び避難行動要支援者台帳登録者へ緊急連絡カード

を作成し、要援護世帯への配備を促進した。 

全市台帳数 1,554件(世帯)  目標値 1,600件・達成率 97.1％ 

対象者区分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

独居高齢者 301件 275件 75件 242件 15件 908件 

高齢者世帯 64件 109件 42件 149件 15件 379件 

寝たきり高齢者 ０件 ３件 ２件 １件 ０件 ６件 

認知症高齢者 ３件 ５件 ５件 １件 ２件 16件 

障がい（身体） 32件 36件 19件 20件 ７件 114件 

障がい（知的） ２件 ３件 ５件 １件 ０件 11件 

障がい（精神） ４件 ３件 ４件 ３件 ０件 14件 

難病・特定疾病 ２件 ３件 ２件 １件 ２件 10件 

その他世帯 57件 16件 ６件 ５件 12件 96件 

合 計 465件 453件 160件 423件 53件 1,554件 

   ・緊急時に近親者等に連絡できるよう自宅内と携帯の２種類の緊急連絡カード 

を配備した。              目標値 3,300件・達成率 98.4％ 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

1,496枚 889枚 236枚 449枚 178枚 3,248枚 

＊小地域における福祉活動助成 

  地域福祉活動を推進する団体に、ネットワーク活動やサロン活動に対する助成金

を交付した。 助成金額 4,843,500円 

区分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 

小地域ネット 

ワーク活動 
1,357,500円 1,211,500円 1,022,000円 899,500円 353,000円 

＊心配ごと相談所の開設 

市民のためのよろず相談窓口を設置し、悩みごと、困りごとの解決援助を行った。 

（1）定期相談所の開設／常時相談・一般相談 

区 分 開 設 等 会 場 

全 域 毎月第２金曜日 奥州市総合福祉センター 

（2）相談取扱状況 

  開設日数 12日（職員対応：５月、令和３年 1月） 

  取扱件数 ５件（家族の相談３件、健康・衛生の相談２件） 

８ 安心生活創造

推進事業 

全域 地域において、基盤支援（見守りや買い物支援）を必要とする方々を把握するとと

もに、その方々の日常の困りごとを適切に把握し、地域で支援できる体制づくりの構

築に努めた。 

＊抜け漏れのない実態把握事業 

（1）かたりあいの輪福祉懇談会 

市内 30地区を対象に「かたりあいの輪福祉懇談会」を開催予定としたが、４ 

月から５月に発出された「緊急事態宣言」により、今年度の開催を中止とした。 

（2）岩手県立大学との共同調査の実施 

岩手県立大学と共同で、江刺広瀬地区の訪問調査予定としたが、「緊急事態宣 

言」による行動制限により、共同調査を中止とした。 
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№ 事  項 区分 内   容 

 

＊生活課題の検討・調整 

   福祉活動専門員（ＣＳＷ）による連絡会議を毎月開催した。地域福祉課題整理台

帳を作成し、地域状況や課題の把握と社会資源の活用の検討を進めながら、事業の

調整を行った。また、各支所の事例から適切な地域支援のあり方について共通理解

を深めるため、グループによるスーパーバイズ（監督・指導）を実施した。 

＊抜け漏れのない支援の実施 

（1）ご近所福祉スタッフの配置 

地域福祉活動の担い手として、50世帯に１名を目安にご近所福祉スタッフを 

委嘱し、見守り活動の推進を行った。 

設置行政区 318行政区  目標値 317行政区・達成率 100.3％ 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

530人 279人 148人 161人 84人 1,202人 

（2）ボランティア協力店の普及促進による買い物の基盤支援 

配達対応型をこんにちは店、店内配慮型をいらっしゃい店として登録し、要援

護者の買い物支援を行った。        目標値 75店舗・達成率 108.0％ 

区  分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

こんにちは店 13店 2店 4店 8店 0店 27店 

いらっしゃい店 5店 2店 1店 0店 1店 9店 

こ ん に ち は ・ 

いらっしゃい店 
7店 31店 6店 1店 0店 45店 

合 計 25店 35店 11店 9店 １店 81店 

（3）住民参加型在宅福祉サービス「ささえあいの会」 

家事援助や生活援助を登録会員が有償でお手伝いする取組みを強化し、要支援

者へのサポートを強化した。具体的な活動は、調理／洗濯／掃除／買い物／軽易

な身の回りの世話／外出介助及び付添い／話し相手など 

・会員数 

区  分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

おねがい会員 8人 13人 20人 2人 1人 44人 

まかせて会員 7人 8人 10人 5人 2人 32人 

合 計 15人 21人 30人 7人 3人 76人 

おねがい会員 目標値 会員数 60人・達成率 73.3％ 

まかせて会員 目標値 会員数 47人・達成率 68.1％ 

（4）ささえあいの会活動状況 

区  分 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

掃除等家事援助 195件 95件 358件 80件 2件 730件  

通院の付き添い 36件 0件 39件 0件 1件 76件 

外出支援や買物等 13件 0件 116件 0件 0件 129件 

留守・見守り 8件 1件 0件 0件 11件 20件 

その他 2件 10件 127件 0件 14件 153件 

合 計 254件 106件 640件  80件 28件 1,108件  

目標値 活動回数 1,500件・達成率 73.9％ 

 



１３ 

 

№ 事  項 区分 内   容 

 

（5）研修等 

・ささえあいの会まかせて会員研修 

令和２年６月 30 日 感染症予防について                参加 18人 

令和２年８月 20 日 おいしいコーヒーの淹れ方講座           参加 18人 

令和２年 10 月 26 日  栄養たっぷり時短レシピ講座            参加 11人 

令和２年 12 月 21 日  掃除のプロが教える簡単で効率のいい掃除方法  参加 10人 

 

 (6) 地域支援活性化事業 

①傾聴ボランティアおうしゅうによる施設訪問活動の支援 

    奥州市内の高齢者福祉施設５カ所を訪問し活動した。（延べ訪問 10 回、訪

問人数 10人） 

②メイクボランティア美々による活動支援 

・メイクボランティア美々の訪問活動の支援 

コロナ禍における活動であったが、市内４カ所のサロンや社会福祉施設等

に延べ、30人を派遣し、計 10回の活動を実施した。 

  ③各地域、各地区で開催される民生児童委員協議会の会議に出席し、地域福祉活

動推進のための連携を図った。 

 

（7）住民参加型まちづくり普及啓発事業 

   新型コロナウイルスの感染防止対策を対処しながら、民生児童委員やご近所福

祉スタッフ等を対象とし講座を開催するが、４月から５月に発出された「緊急事

態宣言」と多数の参加者が予想される２月開催予定であった、おかげさまを学ぶ

講座は、中止とした。 

≪講座の開催≫ 

① 地域で暮らし続けるためのおかげさまを学ぶ講座 

 期 日  令和２年５月 18日（月）【中止】 

テーマ  個人情報保護法と自治会等における地域福祉活動について 

     講 師  小平法律事務所弁護士 小平竜太 氏 

期 日  令和２年５月 26日（水）【中止】 

テーマ  奥州市の福祉と社会福祉協議会、共同募金事業について 

講 師  奥州市社会福祉協議会 事務局長 

期 日  令和２年６月 22日（月）   参加者 80名 

テーマ  好きと嫌い/本当のわたしを生きる 

講 師  黒石寺（こくせきじ）住職 藤波大吾 氏 

期 日  令和２年７月 27日（月）   参加者 79名 

テーマ  相談援助理論とソーシャルワーク（社会福祉援助技術） 

講 師  東北福祉大学 総合福祉学部教授 田中尚 氏 

期 日  令和２年８月 27日（木）   参加者 44名 

テーマ  私たちの暮らしを支えるボランティア活動と災害被災後のボ

ランティア活動について 

講 師  岩手県社会福祉協議会 地域福祉企画部長 斉藤穣 氏  

期 日  令和２年９月 18日（金）   参加者 78名 

内 容  ①自主防災、②災害時要援護者避難支援、③防災減災の福祉 

講 師  ①奥州市危機管理課、②奥州市福祉課、 

③盛岡大学 教授 竹之下典祥 氏 

期 日  令和２年 10月 19日（月）  参加者 98名 



１４ 

 

№ 事  項 区分 内   容 

テーマ  一人（いちにん）十色（といろ）の人生観 

     ～地域での生き方と逝き方 

講 師  碧祥寺（へきしょうじ）住職 太田宣承 氏 

    期 日  令和２年 11月 16日（月）  参加者 42名 

内 容  若者の地域参画とコミュニティデザイン 

（地域の仕組みの再検討） 

講 師  Studio-Lコミュニティデザイナー 出野紀子 氏 

期 日  令和２年 12月 14日（月）  参加者 76名 

内 容  地域で暮らしを応援する仕組み「困ったときに使える福祉サー

ビス」 

講 師  奥州市社会福祉協議会 権利擁護あんしんセンター、くらし・

安心応援室、こども福祉推進室 

期 日  令和３年１月 18日（月）   参加者 61名 

内 容  地域福祉や地域づくりをすすめるための方法 

講 師  岩手県立大学 社会福祉学部准教授 菅野道生 氏 

期 日  令和３年２月 19日（金）【中止】 

内 容  市内の地域事例の紹介 

     期 日  令和３年３月 15日（月）   参加者 71名 

     内 容  高齢者や障がい者とのコミュニケーションと介助技術 

     講 師  ユニバーサルサービス倶楽部 代表 佐藤裕弥 氏 

  延べ 629名の参加で、皆勤賞４名・精勤賞（５～８回受講）を 63名に交付した。 

 

② ご近所福祉スタッフ研修会（第２層で行った事業説明会等） 

 ・江刺愛宕地区ご近所福祉スタッフ研修会 

  期 日  令和２年６月 17日（水）   参加者 江刺愛宕地区 25名 

  内 容  スタッフの役割説明 

(8) 自主財源確保事業 

共同募金会と共同で、赤い羽根自動販売機の設置推進を行った。奥州市内に 52

台を設置している。  目標値 55台・達成率 94.5％ 

９ 災害被災地や

被災者支援 

全域 東日本大震災から 10 年が経ち、市内被災者や沿岸から奥州市へ転居した内陸避難

者 93 名の方々へ近況確認のお手紙を届けた。また、交流や生きがいづくりを目的と

したつどいの場を提供し、健康相談や趣味活動につながる活動の支援をした。 

＊奥州市で暮らす住民同士の交流会 

 ・開 催 日  毎月２回 

・会  場  奥州市総合福祉センター ふれあいの間 

 ・参加者数  延べ 130名 

回 開催日 参加 回 開催日 参加 回 開催日 参加者 

１ ６/９ ７名 ６ ８/28 11名 11 11/10 10名 

２ ６/26 ９名 ７ ９/８ 11名 12 11/27 ９名 

３ ７/14 ９名 ８ ９/25 ８名 13 ３/９ 10名 

４ ７/31 ９名 ９ 10/13 10名 14 ３/26 10名 

５ ８/18 ８名 10 10/23 ９名    
 



１５ 

 

№ 事  項 区分 内   容 

10 歳末たすけあ

い運動配分事

業 

全域 「生活困難世帯への支援」のため激励金支給と「地域の絆を深める行事」等への地

域づくり活動助成を行い、年末年始の地域のたすあい運動に取り組んだ。 

＊激励金給付 

・奥州市全域  世帯数 907世帯   給付金額 7,851,000 円 

項 目 単価区分 
激励金 

金額 

世帯数 
合 計 

加算人数 

生活困難なひとり暮ら

し高齢者世帯 
世帯給付 8,000 円 332世帯 2,656,000 円 

生活困難な高齢者世帯 
世帯給付 8,000 円 55世帯 

498,000 円 
人員加算 1,000 円 58人 

生活困

難な介

護を要

する者

がいる

世帯 

寝たきり・認

知症高齢者 

世帯給付 8,000 円 46世帯 
446,000円 

人員加算 1,000 円 78人 

障がい者 
世帯給付 8,000 円 120世帯 

1,190,000 円 
人員加算 1,000 円 230 人 

難病 
世帯給付 8,000 円 6世帯 

56,000 円 
人員加算 1,000 円 8人 

生活困難な母子・父子

世帯） 

世帯給付 8,000 円 173世帯 
1,688,000 円 

人員加算 1,000 円 304人 

その他の生活困難世帯 
世帯給付 8,000 円 131世帯 

1,277,000 円 
人員加算 1,000 円 229人 

災害被災世帯 世帯給付 10,000 円 4世帯 40,000 円 

合 計 
世帯給付 

－ 
867世帯 

7,851,000 円 
人員加算 907人 

 

＊地域づくり活動助成 

・奥州市全域  助成件数 121件   助成額 1,488,700円 

助成対象 
合 計  

件数 配分額 

①地域交流 87件  934,700円  

②生活困難者（世帯）支援 26件 380,000円 

③その他 8件 174,000円 

合 計 121件 1,488,700円 

 

＊共同募金配分金により、罹災者に対する支援活動状況 

・災害等支援活動／災害見舞金の交付 ６件 70,000円  

11 ふれあい昼食

サービス事業 

前沢 

・ 

胆沢 

ボランティアと協働で、ひとり暮らし高齢者への会食による昼食サービスを行うこ

とで社会参加を促進した。 

＊ひとり暮らし高齢者会食の会（前沢） 

 開催回数 6回  参加者数 118人   

 

＊会食型給食サービス「えびす会」（胆沢） 

 開催回数 ５回 (第３木曜日)  

参加者数 34人  ボランティア数 54人 

 



１６ 

 

№ 事  項 区分 内   容 

12 金婚を祝う会

開催事業 

全域 結婚 50 周年の方々が一堂に参集して、互いに歩んだ道のりを祝福し、今後も健康

で生きがいを持ち続け、地域の中で活躍されることを願って開催した。新型コロナウ

イルス感染予防対応として、会食を伴う式典を中止し、記念写真撮影・式典の開催と

した。 

＊結婚 50年（昭和 45年結婚）を迎えた夫婦 

区分 開催日 開催場所 参加者等 

水沢 12月 10日 奥州市総合福祉センター 13組 26人 

江刺 11月 25日 江刺総合コミュニティセンター 20組 40人 

前沢 11月 16日 前沢健康管理センター ３組６人 

胆沢 10月 6日～9日 記念写真撮影 ５組 10人 

衣川 ９月 20日 記念写真撮影 １組２人 
 

13 敬老会開催事

業 

水沢 地域と協働で、敬老精神によるお祝い会を主催した。また、地域で開催する敬老会

に、要請に応じて支援をした。 

＊昭和 19年４月１日以前に出生した方を対象に開催 

 

  期 日  令和２年９月９日から９月 21日まで 

会 場  地域内８地区（南地区・常盤地区は町内）と８カ所の高齢者福祉施 

    設を会場に実施するが、新型コロナウイルス感染予防により、名簿・記 

念品のみの配付で対応する地域もあった。 

対象者  8,610人  出席者及び記念品配付 8,375人（出席率 97.3％） 

 

14 老人の日・老人

週間事業 

胆沢 「老人の日・老人週間」に合わせ、子どもたちの敬老と感謝の心を育むことを目的

とし、福祉はがきを活用したお便り交流をした。 

＊運動期間    令和２年９月 15日から 21日まで 

＊はがき交付数  30枚（対象者 22名） 

 

15 地域ニーズ対 

応事業 

水沢 水沢地域の各支部では、在宅介護者の集いや、地区センター等を主会場とした住民

のコミュニケーションづくりの事業など、地域特性やニーズに対する事業を実施し

た。 

内  容 
実施 

地区等 
参加者数 

地域の繋がりを絶やさない福祉活動研修会 常盤 33人 

ふれあいシルバーサロン 

（高齢者の会食、交流） 
真城 25人 

ひとり暮らし高齢者への手作りマスク配付 黒石 該当世帯へ配付 
 

16 高齢者いきい

き事業 

水沢 元気な高齢者を対象に社会参加の機会提供と生きがいづくりのために、思い出パー

トナー事業（回想法を用いた事業）を開催するとともに、運営のための勉強会を行い、

参画するボランティアの知識の習得、技術の研鑽を行うものであるが、令和２年度は、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため事業の全てを中止した。 

 

17 おげんきみま

もりシステム

による安否確

認 

江刺 市民相互のたすけあいのしくみづくりのため、県のモデル事業を受託し、地域と連

携した取組みを推進した。 

江刺地域の要援護者を対象に、岩手県社会福祉協議会のＩＣＴ（情報通信技術）を

用いて毎日の安否確認をし、緊急時や必要な生活支援に対応できる地域のささえあい

活動につなげた。 



１７ 

 

№ 事  項 区分 内   容 

＊おげんきさん（ひとり暮らし高齢者） 登録者 ９世帯 

18 障がい者事業 江刺 障がい者の日記念事業として、また、障がい者や家族、市民との交流の場として開

催しているふれあい演芸会は、拡大防止のため開催を中止した。 

 

19 子どもの遊び

場・愛の鐘の点

検・整備事業 

前沢 ＊子どもの遊び場 

昭和 40年代に共同募金財源により地域に設置した公園遊具 13カ所の遊園地自主運

営を支援した。そのうち、経年劣化により遊園地６カ所を自治会等との協議により撤

去した。残存する 7カ所の遊具については、法改正により経年や構造診断の業者点検

を行い、結果に基づき翌年度に撤去の方向で協議した。 

 

＊愛の鐘（チャイム） 

昭和 46年に公共施設等に設置された、地域住民に時報を告げる愛の鐘（チャイム）

４カ所の運営管理を行った。今後のあり方について、地区振興会等と地域移管や廃止

を検討した。 

 

20 前沢地区福祉

組織の改編 

前沢 前沢地区センター圏域の６振興会と４福祉組織の統合のため「前沢地区福祉組織検

討会」を組織し、現在ある４福祉活動推進協議会等（白鳥、前沢、目呂木、上野原）

を前沢地区連合振興会の企画運営部会へ福祉活動推進業務を引き継ぐように組織改

編した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１８ 

 

４ ボランティア活動の推進 

 

№ 事  項 区分 内   容 

１ 奥州市ボラン

ティア・市民活

動センターの

運営 

全域 ボランティア情報の提供や活動拠点としてのボランティアルームの開設、ボランテ

ィア登録事業などを通じ、啓発と活性化の推進、ボランティア団体の支援をした。 

令和２年度は、新型コロナウイルスの感染防止対策での推進としたが、ボランティ

アの相互交流・各種イベントについては開催自粛とした。 

 

＊ボランティア調査研究・情報提供／相談・援助／コーディネート／ボランティア保

険等の加入促進／民間活動資金の紹介 

 ・みんなで結いっこプロジェクト 

  地域のつながりを継続するため、また新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた

めに、市民の皆さんからマスクの寄付を募り、そのマスクにメッセージを添えて福

祉活動を推進するボランティアの方やいきいきサロン参加者等に配布した。    

寄付数 1,998枚（11団体・９個人）  配布数 1,577枚 

 

＊奥州市社協ボランティア・市民活動センター運営委員会の開催 

 ・第 1回運営委員会  令和２年６月 25日（木）  出席者 10人 

  令和元年度事業報告及び令和２年度事業計画の協議並びにみんなで結いっこプ

ロジェクト実施の協議 

 ・第２回運営委員会  令和３年３月 18日（木）  出席者９人 

  令和３年度事業計画及び運営委員改選の協議 

 

＊ボランティア・市民活動に関する情報発信 

 ・ホームページ、Facebook、おうしゅう福祉だよりに情報掲載 

 ・胆江日日新聞への情報提供（第２日曜日） 

 ・新聞、ラジオ、ケーブルテレビへの情報提供と取材協力（随時） 

 ・奥州ゆいっこ人材名鑑の登録推進と配布（様々な特技を持つ市民を人材名鑑に掲

載し、学校等からの要請に応じ、講師等紹介するしくみ） 

  登録者 58人 派遣回数８回 

目標値 登録者 63人・達成率 92.1％ 

 ・ありがとうボランティア協力店普及事業 

  奥州市ボランティア連絡協議会と協働で、外出しての買い物が困難なひとり暮 

らし高齢者や障がい者世帯の方々に、食料品等を自宅まで届け、声がけを行う 

安心サービスの提供  

協力店：81店舗 

 

＊ボランティアの登録状況、活動支援 把握 

 ・ボランティアの登録状況 

区 分 個人ボランティア 
ボランティア団体 

団体数 所属人数 

本所 0人 ３団体 86人 

水沢 0人 20団体 705人 

江刺 27人 18団体 1,010人 

前沢 40人 17団体 923人 

胆沢 0人 ６団体 65人 

衣川 0人 ９団体 120人 

合 計 67人 73団体 2,909人 
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№ 事  項 区分 内   容 

・ボランティア保険加入状況 

区 分 基本加入プラン 天災・地震プラン 合 計 

水沢 362人 4人 366人 

江刺 78人 0人 78人 

前沢 134人 0人 134人 

胆沢 266人 1人 267人 

衣川 35人 0人 35人 

合 計 875人 5人 880人 

                             ※任意加入者数 

・民間活動資金の紹介や助成状況 

助成金名 団体数 助成決定金額 

長澤基金助成 ３団体 220,000円 

太陽生命厚生財団助成事業 1団体 500,000円 
 

２ 除雪支援活動

等の冬期間中

心の活動 

全域 ひとり暮らし高齢者等を対象とした、児童・生徒が主な支援をする冬期間の活動。 

区 分 名 称 等 対象世帯数 活動人数 

江 刺 ひざかけプレゼント行動 市内５施設 20人 

前 沢 それいけ！サンタ大作戦 中止 

胆 沢 ハローサンタ大作戦 中止 

衣 川 衣川スノーバスターズ 84世帯 延べ 598人 
 

３ 福祉推進校事

業 

全域 市内の幼稚園・保育園、小学校、中学校、高等学校等を指定し、福祉活動への参加

や協力などを推進した。 

＊高齢者等との交流やボランティア活動を通じ、福祉の学びを支援することを目的 

として福祉推進校を指定した。 

「集める」、「触れ合う」、「手伝う」、「広める」、「学ぶ・体験する」、「調

べる・発表する」、「その他」の項目から活動内容を選択してもらい、事業費補助金

を交付した。 

  幼・保 小学校 中学校 高校以上 合 計 

指定校数 12校 23校 ４校 ４校 43校 
 

４ 体験講座・ワー

クキャンプ 

全域 ＊市内各学校等の総合学習の支援 

 ・障がい当事者の講話、点字体験学習、キャップハンディ体験学習の実施 

 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

実施回数 ９回 ０回 ４回 ４回 ０回 17回 

・福祉学習サポーター等市民ボランティア派遣人数 延べ 54名 

・学習に係る物品の貸出し支援 

 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

貸出回数 17回 ２回 ２回 ０回 ０回 21回 
 

５ 収集ボランテ

ィア活動 

前沢 「世界の子どもにワクチンを寄贈する活動」を支援することを目的に、まえさわエコ

キャップ運動推進委員会によるペットボトルキャップ収集を行い、世界の子どもにワ

クチンを 日本委員会に寄付をした。 

収集実績 150件 数量 1,307.4kg（653,703個） 売却益金 6,610円 

ワクチン 約 330人分 ボランティア参加延人数 67人 

６ 地域の特徴的

活動等 

全域 テクノボランティア活動／車いすフレンズ／書き損じはがき活用事業／ひざかけ

プレゼント行動／握手の輪拡大運動事業／環境美化活動／イオンデー「イエローレシ

ート」キャンペーン参加など、地域特性を生かしたボランティア活動を推進した。 
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＊水沢工業高等学校テクノボランティア（水沢地域） 

 高齢者宅の電気設備点検や整備等を行う活動 

 協力者数 ６人 地区集会所 28カ所 

＊水沢工業高等学校車イスフレンズ（水沢地域） 

 県内の各工業高校の取組みに参加し、再生した車イスを発展途上国へ贈る活動 

＊書き損じはがき・使用済み切手収集活動（水沢地域） 

 収集実績 はがき 2,377枚、切手 7,993ｇ 

＊マスクで応援プロジェクト（水沢地域） 

  継続的にマスクが必要となる場面が想定されるなか、家庭で余剰となったマスク 

を回収して、市内でマスクを必要としている方々へ届けた。 

  回収数 416枚 配布数 416枚（介護施設、いきいきサロン、ボランティア・市民 

活動センター） 

＊「握手の日」ボランティア週間（江刺地域） 中止 

＊ジュニアスター☆サマーボランティア（衣川地域） 中止 

 中学生による朗読ボランティア、施設ボランティアの体験と街頭募金活動 

 

 

５ 福祉サービス利用支援事業 

 

№ 事  項 区分 内   容 

１ 権利擁護あん

しんセンター 

奥州

市・ 

金ケ

崎町 

障がいや高齢等により判断能力が十分でない方などが安心した生活がおくれるよ

う、福祉サービス利用のための相談や支援を行い、権利を擁護する取組みを行った。 

＊日常生活自立支援事業 

専門員２人を配置し、生活支援員 32 人の援助活動により、福祉サービスの利用

支援、日常的金銭管理サービス、通帳書類等預かりサービス、相談・訪問活動を行

った。 

区 分 認知症 知 的 精 神 その他 合 計 

相談援助件数 323件 362件 315件 １件 1,001件 

契約締結件数 

(生活保護世帯４件含む) 
４件 １件 ６件 ０件 11件 

契約終了件数 ９件 ２件 ５件 ０件 16件 

実利用人数 28件 36件 38件 ０件 102件 

 

＊会議研修の開催 

・日常生活自立支援事業関係機関等連絡会議 令和２年 10月 21日 

 ・日常生活自立支援事業情報交換会     令和２年 12月３日、８日、10日 

＊成年後見制度の取組み 

相談員１人を配置し、成年後見制度の利用支援と法人後見の受任による不動産や

預貯金等の財産管理、契約の代行、身上監護等を行った。 

受任件数 14件 

＊法人後見運営委員会 

円滑に法人後見実施を進めるために運営委員会を開催した。 

   実施日  令和２年７月 15日（水）   14名 

         令和２年 11月 18日（水）   15名 

       令和３年３月 ９日（火）   16名 
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  会 場  奥州市総合福祉センター 

内 容  申立て支援５件、成年後見申立ての相談対応 

＊啓発事業の実施 

① くらしとこころの総合相談会」 

「仕事がない、家計が苦しい生活困窮者」や「認知症や障害により金銭や財産

管理の困難な方の相談」など重点とし、関連する「こころの病気」や「借金」「子

育て問題」など悩みごとに対応した総合相談会を開催した。 

 【主な相談対応内容】 

   法律相談、生活困窮や資金貸付に関すること、権利擁護に関する相談（日常

生活自立支援事業、成年後見に関する相談等）、介護や生活に関する相談、ここ

ろ・健康に関する相談  

・第１回相談会 

実施日  令和２年６月８日（月） 

会 場  奥州市総合福祉センター 

相談員  15名 

相談数  14件（財産管理等に関する法律相談６件、生活と介護３件、こころ 

と健康の相談１件、生活困窮２件、資金貸付１件、権利擁護１件） 

・第２回相談会 

実施日  令和２年８月 31日（月） 

会 場  水沢メイプル地階 

相談員  19名 

相談数  46件（財産管理等に関する法律相談８件、相続・登記９件、ここ 

ろの相談６件、介護と生活５件、子育て相談１件、障がい３件、 

仕事４件、資金相談１件、生活困窮９件） 

  ・第３回相談会 

実施日  令和２年 12月 7日（月） 

会 場  水沢メイプル地階 

相談員  18名 

相談数  53件（財産管理等に関する法律相談 10件、相続・登記６件、墓じ

まい６件、こころの相談６件、介護と生活６件、障がい２件、仕

事６件、資金相談２件、権利擁護１件、生活困窮８件） 

  ・第４回相談会 

実施日  令和３年３月 12日（金） 

会 場  水沢メイプル地階 

相談員  17名 

相談数  42 件（財産管理等に関する法律相談９件、相続・登記８件、ここ

ろの相談６件、介護と生活５件、障がい５件、仕事３件、資金相

談２件、生活困窮４件） 

② 市民後見人養成講座の実施 

    認知症、知的・精神障がいなどの理由で判断能力が十分でない方の権利や財

産を守る成年後見制度の担い手として、住み慣れた地域で安心して生活できる

地域づくりをめざす「市民後見人」として活動するための知識や倫理性などを

習得する講座を開催した。 

 ・実施期間  令和２年８月 19日から 10月７日まで 全８回 

  ・会  場  奥州市総合福祉センター 

  ・受 講 生  16名（修了生） 
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№ 事  項 区分 内   容 

２ 生活困窮者自

立相談支援事

業 

奥州

市・ 

金ケ

崎町 

＊奥州市・金ケ崎町生活困窮者自立相談支援事業 

奥州市民及び金ケ崎町民を対象に、経済的に困窮し、最低限度の生活維持ができ

なくなる恐れのある人に対し、相談者に寄り添う伴走型の相談援助を行った。 

 奥州市 金ケ崎町 

①新規相談受付件数 525件 47件 

②プラン作成件数 
98件 

(うち再プラン策定 11件) 

7件 

(うち再プラン策定１件) 

③支援終結件数 51件 ８件 

④支援調整会議開催回数 24回 ５回 

＊奥州市生活困窮者就労準備支援事業 

生活困窮者が困窮した状態から早期に脱却することを支援するため、本人の状況

に応じて、日常生活自立支援、社会生活自立支援又は就労自立支援を提供し、一般

就労へ結びつく着実な支援体制を構築することに取り組んだ。 

・新規就労準備支援業務対象者 ２人 

・実施プログラム３種類 58回開催 延べ 58人参加 

区  分 回数 参加者数(延べ) 

① 個別面談 ４回 ４人 

② その他自主学習 １回 １人 

③ 職業見学・体験 53回 53人 

・就労者  １人 

＊奥州市被保護者就労準備支援事業 

一般就労を実現できるよう支援し、自立の促進をすることに取り組んだ。 

・新規就労準備支援業務対象者 ３人 

・実施プログラム５種類 延べ 127人参加 

区  分 参加者数(延べ) 

① カウンセラー面接相談 15人 

② 個別面談 45人 

③ パソコン練習 30人 

④ やる気向上プログラム 22人 

⑤ 就活セミナー 15人 

・就労者  ０人 

＊奥州市・金ケ崎町家計改善支援事業 

家計に課題を抱える方の相談に応じ、その状況を明らかにして生活の再生に向け

た意欲を引き出し、管理する力を高め、早期に生活が再生されることを目的とした

相談援助を行った。 

奥州市 ４件   金ケ崎町 １件 

＊無料職業紹介所設置運営事業 

職業斡旋事業 求人１件・紹介３件 

＊フードバンク運営事業 

何らかの理由で生活が困窮した状態になり、当面の食料がない世帯に対し、企業

及び市民から寄付された食品を提供した。 

・受付件数 131件   ・提供件数 世帯へ提供 74件(107人)  

＊家族食堂事業 

様々な理由で困窮している世帯に対し、飲食店経営者の理解を得ながら食事を提

供することで、家族の団らんや社会参加の機会を提供し、自立支援につなげていく

ことをめざし事業を実施した。 
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・家族食堂協力店舗 10店    ・協賛企業等 １団体   

・提供件数 ８件（22人） 

 

３ 生活福祉資金

貸付事業 

全域 岩手県社会福祉協議会の受託で、要支援者を対象に、生活福祉資金の貸付による更

生援助を支援 

＊世帯の自立支援／目的資金の貸付受付及び進達／実態把握 

＊新型コロナウイルス感染症の影響による休業等により収入の減少があり、緊急かつ

一時的な生計維持のための資金が必要な方を対象に特例貸付の相談を行った。 

・生活福祉資金貸付状況         ・離職者支援資金 

区分 件数 金額  区分 件数 金額 

貸付状況 485件 148,061,338円  貸付状況 - - 

貸付累計 865件 502,852,162円  貸付累計 2件 2,100,000円 

償還状況 2,256件 19,590,597円  償還状況 23件 175,000円 

滞納状況 126件 40,352,273円  滞納状況 2件 1,245,669円 

・総合支援資金（コロナ特例除く）    ・福祉資金福祉費 

区分 件数 金額  区分 件数 金額 

貸付状況 1件 176,000円  貸付状況 10件 3,704,000円 

貸付累計 71件 32,819,514円  貸付累計 75件 49,587,260円 

償還状況 238件 941,400円  償還状況 364件 5,058,583円 

滞納状況 27件 11,278,602円  滞納状況 32件 13,009,687円 

・緊急小口資金（コロナ特例除く）   ・教育支援資金 

区分 件数 金額  区分 件数 金額 

貸付状況 6件 580,000円  貸付状況 10件 5,819,338円 

貸付累計 63件 5,383,000円  貸付累計 194件 271,717,388円 

償還状況 68件 433,402円  償還状況 1,563件 12,982,212円 

滞納状況 49件 5,788,294円  滞納状況 16件 9,030,021円 

・不動産担保型生活資金         ・コロナ特例緊急小口資金 

区分 件数 金額  区分 件数 金額 

貸付状況 - -  貸付状況  337件 58,017,000円 

貸付累計 1件 3,353,000円  貸付累計 338件 58,217,000円 

・コロナ特例総合支援資金        ・コロナ特例総合支援資金（再貸付） 

区分 件数 金額  区分 件数 金額 

貸付状況 102件 70,795,000円  貸付状況   19件 8,880,000円 

貸付累計 102件 70,795,000円  貸付累計 19件 8,880,000円 
 

４ たすけあい資

金事業 

全域 生計維持困難な支援者を対象に、たすけあい資金の貸付による更生援助を支援した。 

＊小口の生活福祉資金貸付と生活支援 

＊貸付金５万円まで（無利子） 

・たすけあい資金貸付状況  ・家庭訪問償還指導 

貸付件数 43件  訪問世帯 37件 

貸付金額 1,520,000円  訪問件数 36件 

償還金額 1,619,700円  訪問日数 11日 

滞納件数 40件  面談件数 10件 

滞納金額 1,418,880円  償還件数 4件 

貸付累計件数 44件  償還金額 37,000円 

未償還金額 1,608,880円    

＊たすけあい資金不能欠損処理 0件 
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５ ファミリーサ

ポートセンタ

ー事業 

 

全域 育児の支援を受けたい人と、支援を行える人が会員登録し、安心して子育てができ

る育児の相互援助を行った。  

＊会員数 

 

 

 

 

 

＊年間活動件数 

活 動 内 容 件 数 

保育施設（保育所・幼稚園）の保育開始時や保育終了後の 

子どもの預かり及び預かりに係る送迎 
28件 

保育施設（保育所・幼稚園）への送迎のみ 287件 

放課後児童クラブ終了後の子どもの預かり及び預かりに 

係る送迎 
63件 

放課後児童クラブへの迎えのみ 45件 

学校の放課後の子どもの預かり    93件 

冠婚葬祭や他の子どもの学校行事の際の子どもの預かり  9件 

買い物等外出の際の子どもの預かり 30件 

病児・病後児の預かり 1件 

保護者の短時間・臨時的就労の場合の援助 112件 

子どもの習い事の送迎 72件 

保護者の病気・その他急用の場合の援助 35件 

複数の子どもがいる場合の援助（きょうだい） 2件 

学校・放課後児童クラブへの送迎  321件 

登校前・放課後児童クラブ前の預かり 239件 

保育施設（保育所・幼稚園）が休みの時の預かり 0件 

リフレッシュ 3件 

合 計 1,340件 
 

おねがい会員  693名 

まかせて会員  286名 

どっちも会員   56名 

合 計 1,035名 

６ 福祉関係団体

支援 

全域 各種団体機関と連携協働し、会員拡大のための周知協力をするとともに、団体の活

動を支援した。 

 

＊関係団体支援の状況 

福祉団体名 本所 水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 

老人クラブ   ○    

身体障がい者会   ○   ○ 

育成会      ○ 

民生委員協議会 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ 

民生ＯＢ会  ○ ○    

遺族連合会   ○    

ボランティア連絡

協議会 
◎ ○ ○ ○  ○ 

                          ◎は奥州市の組織 
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№ 事  項 区分 内   容 

７ 福祉バス運行

事業 

全域 

 

地域福祉事業の活性化と福祉団体等活動支援のため４台の福祉バスを運行した。 

  運行回数 60回   利用人数 762人 

８ 障がい者地域

生活支援事業 

水沢 新型コロナウイルス感染拡大防止を前提として事業規模縮小等を考慮しながら、障 

がい者総合支援法に基づく障がい者の地域生活支援の事業に取り組んだ。 

(1) 自発的活動支援事業 

・ゆったりサロン  参加者延 108人 

期日 令和２年４月から令和３年２月まで（毎月第３土曜日）の５回 

会場 奥州市総合福祉センター 

・障がいのある人の災害対応に備えた研修会 参加者延 12人 

期日 令和３年２月 12日（金） 

会場 奥州市総合福祉センター 

(2) 手話奉仕員養成研修事業 

手話講師連絡会との協議を進め、今年度は新型コロナウイルス感染のリスクが

高いことから開催中止とした。 

  (3) 移動支援事業（ボランティアによるおでかけサポート） 

    運行回数 21回   車両貸出回数 7回 

ボランティア登録者 ２人   利用者 ３人 

(4) 日常生活支援事業 

・Withコロナ「自宅でできる」ハンドマッサージ講座【DVD配付方式】 

メイクボランティア美々を講師としてストレス緩和、リラックスをもたらす効

果としてＤＶＤの配付方式で講座を開催した。申込者 16人 

期日 令和３年２月 15日（月）から令和３年２月 22日（月）まで    

・Withコロナ「自宅でできる」レクリエーション講座【DVD配付方式】 

市レクリエーション協会を講師として自宅の中で少しでも体を動かす機会を 

作るため、ＤＶＤ配付方式のレクリエーション講座を開催した。申込者 13人 

期日 令和３年２月 15日（月）から令和３年２月 22日（月）まで    

(5) 社会参加支援事業 

・新型コロナ終息を願うアマビエアート教室  参加者４人 

期日 令和２年６月 26日（金） 

会場 奥州市総合福祉センター  

・障がい者手作りマスク教室  参加者延５人 

期日 令和２年 11月 11日（水）午前・午後の２回開催 

会場 奥州市総合福祉センター 

 

９ 胆江地区広域

交流センター

の管理事業 

 

水沢 水沢佐倉河仙人地内のごみ焼却熱利用の風呂、温水プール、体育施設等の保養所「胆

江地区広域交流センター」の管理運営。 

・大人 300円／子ども 100円／障がい者割引有／月曜休館 

 利用状況 

区 分 利用者数 区 分 利用者数 

水沢 26,606人 衣川 125人 

江刺 7,603人 金ケ崎町 2,365人 

前沢 1,965人 その他 1,374人 

胆沢 1,749人 合 計 41,787人 

（前年比 77.6％） 

目標値 利用者数 50,000人・達成率 83.6％ 
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№ 事  項 区分 内   容 

10 外出支援サー

ビス事業 

前沢 

・ 

胆沢 

・ 

衣川 

高齢者・障がい者等を対象に、ボランティアによるリフト付き車両の運行を行い、

通院・公共施設への外出支援を行った。（福祉有償輸送許可事業） 

＊利用内容 通院、買い物、諸手続き、会議など 

区 分 前沢 胆沢 衣川 合 計 

利用登録人数 21人 1人 10人    32人 

利用回数 247回 ２回 79回 328回 

ボランティア登録者数 ６人 ８人 ３人  17人 

＊外出支援ボランティアの養成（福祉有償運送運転者講習受講） 

 受講者：なし 

 

11 福祉車両貸出

事業「あばい

ん」 

全域 車いす等利用者等、１人では公共交通機関を利用して外出することが困難な在宅者

の生活圏拡大と社会参加への支援を目的として、福祉車両の無料貸出事業を実施し

た。病院への通院送迎が主な利用となった。 

＊貸出し状況 

 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

０件 １件 １件 ３件 ０件 ５件 

12 屋内ゲートボ

ール場の設置

経営（すぱーく

胆沢） 

胆沢 ゲートボールに親しむことで生涯スポーツの振興を図り、生きがいづくり、仲間づ

くりのふれあいの場としての屋内ゲートボール場を設置経営した。 

利用日数 86日  利用件数 86件  利用延人員 3,727人 

 

13 車いす無償貸

出し事業 

全域 ＊貸出し状況 

水沢 江刺 前沢 胆沢 衣川 合 計 

28件 27件 11件 38件 14件 118件 
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６ 介護保険事業の推進 

 

№ 事  項 区分 内   容 

１ 居宅介護支援

事業 

全域 介護保険の認定を受けた方のケアプラン作成を行い、介護保険制度を円滑に利用でき

るよう支援した。   

＊介護給付 月平均利用人数 109人 年間件数1,309件 

目標値 1,440件・達成率90.9％ 

＊介護給付費 20,405,770円     目標値 22,920,000円・達成率89.0％ 

＊介護予防支援 月平均利用人数  40.2人 年間件数  483件 

（介護予防ケアマネジメント含む。） 

目標値 480件・達成率100.6％ 

＊介護予防支援費 2,173,970円  

（介護予防ケアマネジメント支援費含む。） 

 目標値 2,100,000円・達成率 103.5％ 

２ 通所介護事業 

 

デイサービス

センターだい

しの園 

胆沢デイサー

ビスセンター 

全域 ＊デイサービスセンターだいしの園  1日の利用定員 18人 

開設日数 258日  

月平均利用人数 49人  

延利用人数  3,766人  

1日平均利用人数 14.6人  

介護予防・総合事業（要支援） 1,442人 目標値 8,976,000円 

達成率 73.3％ 介護予防料収入 6,576,661円 

介護給付（要介護） 2,324人 目標値 17,304,000円 

達成率 111.7％ 介護料収入 19,328,369円 

食費等 2,443,232円  

＊胆沢デイサービスセンター  1日の利用定員 30人 

開設日数 256日  

月平均利用人数 78人  

延利用人数 5,651人  

1日平均利用人数 21.9人  

介護予防・総合事業（要支援）  1,645人 目標値 8,748,000円 

達成率 99.3％ 介護予防料収入 8,689,509円 

介護給付（要介護） 4,006人 目標値 35,172,000円 

達成率 99.2％ 介護料収入 34,901,980円 

食費等 3,641,800円  
 

３ 訪問介護事業 

 

ヘルパーサー

ビス「げんき」 

全域 ＊介護保険訪問介護事業 

サービス提供日数 365日  

提供件数 20,711件 要介護 11,546件、要支援 9,165件 

月平均利用人数 203人 要介護  86人、要支援 117人 

月平均提供件数 1,726件 要介護  962件、要支援 764件 

１日平均提供件数  57件 要介護   31件、要支援 26件 

介護料収入 43,778,823円 
目標値 43,632,000円 

達成率 100.3％ 

介護予防料収入 30,866,424円 
目標値 28,764,000円 

達成率 107.3％ 

＊障がい者訪問介護事業 

提供件数 7,313件  

月平均利用人数 84人  

月平均提供件数  609件 目標値 31,428,000円 

達成率 85.8％ 事業収入 26,961,509円 
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№ 事  項 区分 内   容 

４ 小規模多機能

型居宅「あす

も」 

前沢 小規模施設において、「通い」を中心として、短期間の「宿泊」や利用者の自宅への

「訪問」を組み合わせ、家庭的な環境と地域住民との交流の中で日常生活上の支援や機

能訓練を行った。  

＊利用登録定員 24人 １日の定員 通所 12人、宿泊５人 

登録者数 24人  

延利用人数 267人  

月平均利用人数 22.2人  

地域密着型介護料 50,893,166円 
目標値 55,200,000円 

達成率 92.2％ 

利用料等収入 10,253,800円 
目標値 9,876,000円 

達成率 103.8％ 
 

５ いさわ高齢者

複合施設「じゅ

あんの園」 

胆沢 認知症対応型グループホームと認知症対応型デイサービスセンターの複合型施設の

運営を行った。  

＊グループホームじゅあんの園  定員９人×２ユニット 18人 

延利用人数 218人 
 

 

月平均利用人数 18.2人  

地域密着型介護料 59,323,827円 
目標値 60,451,000円 

達成率 98.1％ 

利用料等収入 21,062,270円 
目標値 21,010,000円 

達成率 100.2％ 

＊認知症対応型デイサービスセンターじゅあんの園  1日の利用定員 12人 

開設日数 258日  

延利用人数 1,730人  

月平均利用人数 144.2人  

1日平均利用人数 6.7人  

介護料収入(予防含) 22,726,416円 
目標値 21,876,000円 

達成率 103.9％ 

食費等 1,013,650円  
 

６ 給食調理業務 ３ 

箇所 

 

食事の調理拠点を集約し、３箇所のデイサービスセンター利用者へ食事を提供した。 

施設名 だいしの園 胆沢デイ じゅあんの園 合 計 

食数 3,783 5,654 1,383 10,820 

食事提供日数（年間）259日   
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７ 介護予防活動の推進 

 

№ 事  項 区分 内   容 

１ 地域包括支援

センター運営

事業 

 

水沢 専門知識を持った保健師、社会福祉士、主任ケアマネジャーを配置し、住民の各

種相談を受けて必要な制度や機関につなげるほか、高齢者の権利擁護や要支援者へ

のケアプラン作成、またケアマネジャーへの個別指導や相談支援を行った。 

サービスを提供する地域：奥州市水沢中学校区（水沢地区・佐倉河地区） 

＊相談内容                         （単位：件） 

項     目 総件数 実件数 

介護予防に関する相談 112 63 

介護保険に関する相談 162 93 

権利擁護に関する相談 7 5 

高齢者虐待に関する相談 19 4 

包括的・継続的ケアマネジメントに関する相談 48 7 

福祉事業に関する相談 4 2 

保健事業に関する相談 7 1 

その他総合相談 164 52 

合 計 523 227 

＊事業実施回数          （単位：回） 

個別地域ケア会議 1回 

認知症カフェ開催 7回 

＊プラン作成数                       （単位：件） 

項     目 総数 包括作成数 委託数 

介護予防ケアマネジメントプラン作成数 1,692 959 733 

介護予防支援プラン作成数 1,615 703 912 

＊家族介護教室 

第１回 期日 令和２年 11月５日 12名参加 

テーマ「市販の介護食ってどんな時に使うの？」 

 第２回 期日 令和２年 11月 26日 ６名参加 

     テーマ「市販の介護食ってどんな時に使うの？」 

 第３回 期日 令和２年 12月４日 ６名参加 

     テーマ「昔の思い出を語りリフレッシュ」 

２ 江刺高齢者生

産活動センタ

ー運営事業 

 

江刺 活動者の経験や技術、趣味を生かした創作活動の場として、また、生きがい対策

の場として運営した。 

＊活動状況 

区 分 部員数 開設日 主な製作品 

陶芸部 28人 第１･第３ 

月･火曜日 

植木鉢、花びん、皿、茶碗、コーヒーカ

ップ 

木工部 ６人 金曜日 鹿取り、花台、玩具、ミニタンス 

竹細工部 22人 第２･第４ 

月･火曜日 

花かご、筆立て、ざる、ふご、手さげか

ばん 

食品部 ４人 随時 梅漬け 

合 計 60人   

＊運営委員会の開催 

第１回運営委員会 令和２年６月 17日  

第２回運営委員会 令和３年２月 19日 
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№ 事  項 区分 内   容 

３ 高齢者地域活

動推進事業 

江刺 

・ 

前沢 

・ 

胆沢 

「いきいき講座・同好会」（江刺）「趣味・創作活動教室」（前沢）「べんてん広

場」（胆沢）として、概ね 60歳以上を対象に趣味・教養・創作講座を開設し、生き

がいづくりと自立支援、社会参加の促進に努めた。 

 

＊いきいき講座（江刺）  実績 88人 目標値 400人・達成率 22.0％ 

講 座 等 開催回数 受講者数 

菊つくり講座 １回 ９人 

籐工芸講座 ２回 30人 

パッチワーク製作講座 ３回 27人 

ステップア

ップ講座 

導引養生功 ２回 １人 

いきいき書道 ２回 10人 

社交ダンス ２回 ４人 

ひいらぎ俳句 １回 １人 

ヨガ ２回 ５人 

さくら３Ｂ体操 ２回 １人 

・同好会 活動団体数 21団体 

 活動回数 511回  目標値 560回・達成率 91.3％ 

 参加人数 5,176人 目標値 7,200人・達成率 71.9％ 

 

＊趣味・創作活動教室（前沢）実績 17回 目標値 22回・達成率 77.2％ 

講 座 等 開催回数 受講者数 

講

座 

いやしのヨガ講座 3回 42人 

絵手紙講座 2回 8人 

布ぞうり制作講座 2回 15人 

洋風フラワーアレンジメント講座 2回 17人 

和風フラワーアレンジメント講座 2回 17人 

籐工芸講座 2回 20人 

つるし雛づくり講座 4回 40人 

同

同

好

会 

書道教室 21回 168人 

きらめきクラブ（軽体操) 20回 275人 

踊り教室 14回 47人 

手芸教室 20回 385人 

ヨガ教室 13回 170人 

講座７講座、同好会５団体 

 

＊べんてん広場 ＊高齢者のつどい（胆沢）毎月開催 

講 座 等 開催回数 受講者数 

書道教室  15回 96人 

カラオケ教室 ６回 73人 

編物教室 ７回 40人 
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８ 保育所・児童クラブ等の運営 

 

№ 事  項 区分 内   容 

１ 米里保育所の

運営 

 

江刺 安全に配慮しながら日々の保育をし、園児の心身共に健やかな成長と基本的な生

活習慣の自立を援助した。（乳幼児保育、定員 20人） 

＊事業内容について 

(1) 保育全般について 

① 健康、安全：健康診断、フッ素洗口、避難訓練、交通安全教室 

② 保育：１･２歳児，３･４･５歳児の２組編成し保育 

③ 給食：３歳児未満完全給食、３歳児以上副食給食及び行事食 

(2) 地域に開かれた保育所として 

① 地域との交流：地域行事参加→敬老会参加出演・全園児散歩→米里散策 

         七夕まつり会・七五三詣り・米里地区消防分列行進参加        

② 伝承活動：跳人踊り→運動会で発表 

③ 高齢者との交流：敬老会出演、祖父母参観日（だんごならし） 

77歳以上のひとり暮らしの方々にお正月の壁掛けを作り、届けた。 

ひとり暮らしの方々に年賀状を書いて届けた。 

＊園児数並びに開設日数 

開設日数 295日、 実利用人数 8人、 延人数 96人 

区 分 ０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 

実人数 ０人 １人 2人 １人 2人 2人 

延人数 ０人 12人 24人 12人 24人 24人 

＊環境整備 

保護者会作業奉仕→園舎内外の清掃（6/13、7/18、9/5、3/13）を行った。 

＊米里保育所運営委員会の開催 

第１回 ６/18（木）  第２回 12/14（月）  第３回 ３/24（水） 

２ 放課後児童ク

ラブ管理運営

事業 

全域 労働等で保護者が昼間家庭に不在となる児童を対象として、下校後及び長期休暇、

土曜日に適切な遊びや生活の場を提供し、健全育成活動に努めた。また、地域組織

と連携し、地域における児童の総合支援を行った。 

＊水沢・江刺 

施設名 定員 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

水 沢 65人 293日 13,694人 69人 

みなみ 90人 293日 19,294人 95人 

ときわ 90人 292日 17,340人 93人 

佐倉河 65人 292日 12,532人 68人 

真 城 65人 293日 9,592人 57人 

姉 体 65人 293日 13,077人 67人 

羽 田 40人 255日 6,734人 40人 

黒 石 40人 250日 5,786人 30人 

江刺愛宕 60人 293日 12,419人 61人 

＊前沢 

施設名 定員 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

前 沢 90人 250日 15,694人  92人 

古 城 45人 286日 7,806人 49人 
 



３２ 

 

№ 事  項 区分 内   容 

２ 放課後児童ク

ラブ管理運営

事業 

全域 ＊胆沢 

施設名 定員 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

胆沢笹森 45人 287日 7,790人 45人 

南都田 25人 293日 4,755人 23人 

＊衣川 

施設名 定員 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

衣川 30人 294日 5,101人 29人 

衣里 30人 250日 3,958人 20人 

≪合 計≫ 

地域 開設日数 利用人員 延べ登録者数 

水沢・江刺・胆沢  3,134日 123,013人 648人 

前沢 536日 23,500人 141人 

衣川 544日 9,059人 49人 

合 計 4,214日 155,572人 838人 
 

 

 

 

９ 収 益 事 業 

 

№ 事  項 区分 内   容 

１ 奥州市前沢バ

ス（ハートバ

ス）運行事業 

前沢 奥州市公共交通であるデマンド型乗合交通を運行した。主な利用者は自家用の交

通手段がないため公共交通機関に頼らざるを得ない高齢者等で、通院や買い物に利

用。 

＊大人１回 300円、小学生１回 150円、乳幼児無料(障がい手帳・運転経歴証明書所

持者は半額)で前沢地域内を運行した。 

・運行日数 243日（土・日曜日、祝祭日及び年末年始を除く毎日） 

・利用人数 11,546人 目標値 12,350人・達成率 93.4％  1日平均 48人利用 

・利 用 料 2,876,700円  目標値 3,061,000円・達成率 93.9％ 

・運行車両 ジャンボタクシー１台、小型車両２台 

＊ハートバス通信の発行／年４回 

＊運行委員会の開催／年２回 

＊有線放送（毎日放送）と、全戸チラシ配布（１回）により周知を行った。 

＊研修会の開催 

・期日   令和３年２月 20日（土） 

・内容  「伝わりやすいハートバス通信の編集方法について」 

     講師 PC Dock奥州 小野寺伸 氏 

２ 販売機の設置

事業 

 

水沢 

・ 

江刺 

自動販売機を設置し、売上手数料の益金を福祉活動に役立てた。 

＊設置場所 奥州市総合福祉センター、江刺総合コミュニティセンター 

＊設置台数 ６台   

＊手数料収入 180,636円 

 

 


